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正三角形のマス目と道のり・２ 

 

 正三角形をしきつめたマス目があり，図１のようにいくつかの正三角形のカードをおきます。次に，図②

のようにそれぞれのカードから他のカードまで，となりあう三角形をつたって進むときの最も短い道のりを

数えます。そして，図３のようにその合計をカードに書きます。すべてのカードに同じことをおこなうと，

図４のようになります。 

 

図１         図２          図３          図４ 

 

 

 

 

 

 

 

（１）図５のようにカードを置きました。カードに正しく数を書きなさい。 

 

 

 

   何枚かのカードをおいて数を書いたところ，そのうちの２枚は図６のようになりました。残りのカー

ドとしては，図７，８のようなものが考えられます。このとき，残りのカードは（６，６）です。 

図６          図７         図８ 

 

 

 

 

 

 

（２）何枚かのカードをおいて数を書いたところ，そのうちの２枚は図９のよう

になりました。このとき，残りのカードとして考えられる組み合わせをすべ

て答えなさい。２枚目のマス目を使って考えなさい。 
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正三角形のマス目と道のり・２ （１） 

 

 

 

（２） （６，６），（６，１０），（８，８），（８，１２），（１０，１０） 

※（６，１０）を（１０，６）とするような，順番を入れかえたものも正解 

 

（１）正三角形のマスの間の道のりは，図①のようになります。よって，カードに書かれる数は図②のよう

になります。 

 

図①          図② 

 

 

 

 

 

（２）６と書かれた２枚のカードのうち，上向きのカードを図③のように格子

模様にして考えます。２枚のカードの間の道のりは１ですから，残りのカ

ードとの間の道のりの和が５になるように，５の和分解を考えます。 

 

 

 

 

５＝５の場合 

   格子模様のカードから５の道のりのマス目は，影をつけた６のカードからの道のりが５にはならない

ので，条件を満たすものはありません。 
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  ５＝４＋１の場合 

   図④において，格子模様のカードから１の道のりのマス目はあみ目部分です。あみ目部分のマス目と

下向きの影をつけた６のカードの間の道のりはどちらも２ですから，格子模様の６のカードとの道のり

が４で，影をつけた６のカードとの道のりが５－２＝３であるカードを探すと，斜線部分のマス目に置

かれたカードになります。 

斜線部分のカードとあみ目部分のカードの間の道のりは，図⑤のように３の場合と，図⑥のように５

の場合があります。図⑤の場合は（６，１０），図⑥の場合は（８，１２）となります。 

 

   図④           図⑤          図⑥ 

 

 

 

 

 

 

 

５＝３＋２の場合 

   図⑦において，格子模様のカードから２の道のりのマス目はあみ目部分，

３の道のりのマス目は斜線部分です。これらのうちで，影をつけた６のカー

ドとの道のりの和が５になるカードの組み合わせはいくつかありますが，５

＝１＋４となる組み合わせは上で考えた場合と重複するので，除きます。す

ると，図⑧のあみ目部分が影をつけたカードとの道のりが３，斜線部分が２

となって，和が５となります。 

斜線部分のカードとあみ目部分のカードの間の道のりは，図⑨のように１

の場合と，図⑩のように３の場合，図⑪のように５の場合があります。図⑨の場合は（６，６），図⑩

の場合は（８，８），図⑪の場合は（１０，１０）となります。 

 

  図⑧         図⑨          図⑩         図⑪ 
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５＝３＋１＋１の場合 

   図⑫において，格子模様のカードから１の道のりのマス目はあみ目部分です。あみ目部分の２か所に

カードを置くと，影をつけた６のカードとの間の道のりはどちらも２なので，２＋２＝４，５－４＝１

より，斜線部分のカードと影をつけた６のカードとの間の道のりは１でなければなりません。そのよう

な条件を満たす斜線部分のマス目はありません。 

 

５＝２＋２＋１の場合 

   図⑬において，格子模様のカードから１の道のりのマス目はあみ目部分，２の道のりのマス目は斜線

部分です。あみ目部分のマスと影をつけた６のカードとの間の道のりはどちらも２です。また，斜線部

分のマスと影をつけた６のカードとの間の道のりは，１か３です。あみ目部分のマス目にカードを１枚，

斜線部分のマス目に２枚置くと，６のカードとの間の道のりは，２＋１＋１＝４，２＋１＋３＝６，２

＋３＋３＝８となって，いずれも６にはなりません。 

 

   図⑫          図⑬          図⑭ 

 

 

 

 

 

 

 

 

５＝２＋１＋１＋１，１＋１＋１＋１＋１の場合 

   格子模様のカードから１の道のりのマス目は３つありますが，そのうち１つにはすでに６のカードが

置かれているので，条件を満たすようなカードの置き方はありません。 

 

   以上より，（６，６），（６，１０），（８，８），（８，１２），（１０，１０）が答えとなります。 
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